
ホタテガイの付着ピークは過ぎました

《《《《調査結果の概要調査結果の概要調査結果の概要調査結果の概要》》》》 調査日：調査日：調査日：調査日：6666月月月月12121212日日日日～～～～14141414日日日日
○北部海域（唐桑～歌津）○北部海域（唐桑～歌津）○北部海域（唐桑～歌津）○北部海域（唐桑～歌津）
・ 各調査点の表層水温は12.8～13.9℃，10m層水温は11.1～12.2℃でした。
・ 10m曳での大型幼生数は，1～5個体/m3と全域で先週より減少しました。
・ １週間あたりの付着稚貝数は，376～696個体/袋でした。

○その他（ムラサキイガイ等）の浮遊幼生等○その他（ムラサキイガイ等）の浮遊幼生等○その他（ムラサキイガイ等）の浮遊幼生等○その他（ムラサキイガイ等）の浮遊幼生等
・ ムラサキイガイ等の浮遊幼生数は先週と同程度でした。なお，試験採苗器内にムラサキイガイ等の
付着稚貝が100個体/袋前後見られています。
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表 浮遊幼生数及び付着稚貝数

県外情報
青森県(6/15)：付着数が多い採苗器について再度の間引きを呼びかけ。
岩手県(6/13)：ピークは過ぎたが、稚貝の付着は継続している。

その他（ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ等） ホタテガイ付着稚貝数

250ﾐｸﾛﾝ未満 250ﾐｸﾛﾝ以上 幼生数 個体／袋

（小型～中型） （大型） 個体/ｍ3 （投入日-回収日 ; 垂下水深）

北部海域（唐桑～歌津）北部海域（唐桑～歌津）北部海域（唐桑～歌津）北部海域（唐桑～歌津）

只越（唐桑）
6/13

13.5/11.8 10m曳 9 2 17 560 （6/6 - 6/13 ; 10m）

20m曳 10 1 17 376 （6/6 - 6/13 ; 20m）

岩井崎
6/12

13.9/11.1 10m曳 11 3 36 452 （6/5 - 6/12 ; 10m）

大前見（大島）
6/12

13.3/11.7 10m曳 7 2 31

唐島（大島）
6/12

13.5/11.8 10m曳 6 1 28

蔵内（本吉）
6/13 12.8/12.2 10m曳 20 5 21  516 （6/7 - 6/13 ; 10m）

泊浜（歌津）
6/14

13.0/12.2 10m曳 10 2 39  696 （6/5 - 6/14 ; 10m）

調査点
調査月日

水温（℃）
表層／１０ｍ

採取方法
（プランクト
ンネット）

ホタテガイ浮遊幼生数　個体/ｍ3


